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令和４年第２５回公安委員会会議録

自午後 １時３０分
日 時 １０月２７日（木曜日） 場 所 公安委員会室

至午後 ５時０５分

公安委員 小野委員長 廣塚委員 甲斐委員 吉田委員
会 議

本部長 警務部長 生活安全部長 刑事部長
出席者 警察職員

交通部長 警備部長 情報通信部長

第１ 聴聞等についての決裁
運転免許課長から、聴聞３件、意見の聴取２６件について説明があり、決裁が行

われた。

第２ 定例会議
１ 警察施設の庁舎管理について

庁舎管理について、警務部長等から報告が行われた。

２ 令和４年度熊本県警察逮捕術大会の開催について
(1) 開催目的

本大会は、警察官の気力、体力及び術科技能の向上を図るとともに、各所属に
おける訓練成果の検証と所属内の団結心（絆）をより強固にすることを目的に実施す
るもの。

(2) 開催日時、場所
令和４年１１月１１日（金）
午前９時３０分から午後３時３０分まで
○ 第１部（午前の部）午前９時３０分試合開始
○ 第２部（午後の部）午後１時００分試合開始

熊本市中央区出水２丁目７番１号
「熊本市総合体育館」

(3) 実施要領
ア 団体組分け

イ 試合種目等
(ｱ) 第１部（出場選手４人 登録選手７人以内）

令和元年度逮捕術大会の状況

第１部
１０チーム

警察本部A（警務部、生活安全部、交通部）
警察本部B（刑事部、警備部）
熊本中央、熊本南、熊本東、熊本北合志、玉名、大津、宇城
八代

第２部
１６チーム

警察学校、荒尾、山鹿、菊池、小国、阿蘇、高森、御船
山都、芦北、水俣、人吉、多良木、天草、上天草、牛深

先鋒（女警） 次鋒（男警） 副将（男警） 大将（男警）
警棒対警棒 警棒対警棒 警棒対短刀 警棒対警杖
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(ｲ) 第２部（出場選手３人 登録選手５人以内）

※ （男警）は男性警察官、（女警）は女性警察官
(ｳ) 試合方法

第１部及び第２部ともに、トーナメント方式で実施
(ｴ) 表彰

第１部及び第２部ともに、優勝、２位、３位（２チーム）
エ 前回優勝（令和元年度）

【委員からの質問等】
○ 委員から、「一般の警察官は、警察学校を卒業後、逮捕術の技術を磨く機会が
あるのか。」旨の質問があり、警察側から、「逮捕術は逮捕に直結した術科であ
り、警察署で計画的に訓練している。また、色んな場面を想定した実戦的訓練も
実施している。」旨の説明があった。

○ 委員から、「先日、逮捕術の訓練を見学・体験したが、相手との間合いの取り
方や刺股等の道具の使用など、逮捕術は警察官の安全を守る上でも大事だと感じ
た。」旨の意見があった。

第３ 報告・決裁等
１ ストーカー規制法に基づく禁止命令等の実施状況についての報告

人身安全対策課長から報告が行われた。
２ 地域交通安全活動推進委員の辞職承認についての決裁

交通企画課次席から説明があり、決裁が行われた。
３ 監査委員事務局による令和４年度第３次定期監査結果についての報告等

会計課会計監査室室長から報告が行われた。
４ 慰霊祭の実施要領についての報告

厚生課次席から報告が行われた。
５ 犯罪被害者等給付金の支給裁定についての決裁

広報県民課室長から説明があり、決裁が行われた。
６ 「熊本県警察におけるワークライフバランス等の推進のための取組計画」の主な
取組状況について（補足説明）
総務課次席から説明が行われた。

７ 令和４年第２３回及び第２４回公安委員会会議録の決裁
公安委員会事務室から説明があり、決裁が行われた。

先鋒（男警） 中堅（男警） 大将（男警）
警棒対警棒 警棒対短刀 警棒対警杖

種目 第１部 第２部 第３部
柔道 熊本北合志 菊池 阿蘇
剣道 熊本中央 御船 牛深
逮捕術 熊本東 人吉


